
 

 

 

 
 

 

研修先名 スタンフォード大学 

所 属 理工学部数学科 3 年  

留学先での学習(実習)内容およびご自身の学習成果について記載してください。(250～300 字程度) 

私が今回得た一番の成果はプレゼンスキルを身につけることができたことです。今までプレゼンする機会は少なくなかったですが、ボディランゲージを意識

したり目線の誘導やパワーポイント等の活用方法を深く意識した事はありませんでした。ですが今回の学習を経て、その動きの意味や目線誘導、パワ

ーポイントの上手な使い方等を学び以前よりも上手なプレゼンをする力が身につきました。また、Topic Development のクラスではアメリカ流の思考

の仕方を学ぶことができ、今までにない思考方法を身につけることができました。今後は積極的にプレゼンし、日本流と海外流の思考の仕方を使って

行きたいと思います。 

課外活動等,授業以外の時間にどのような経験を得ることができたか記載してください。(250～300 字程度) 

私は自身や友人のコネクションを頼りに GAFA のうち二つの企業と Square の見学に行くことができました。これらの先進的な企業を伺うことで私は、

新たな価値観や、日本にはない思考の方法などを学ぶことができました。ですが一番脳裏に焼き付いていることはルームメートやクラスメートと過ごした

何気ない時間です。お昼ご飯を食堂で食べている時に話したことや、深夜にカードゲームをしながら話したことなどが一番の想い出になりました。勿論

今回の研修で授業やアクティビティで得たものも多いですが、何気ない会話、自身で組んだアクティビティ、そして能動的に動いたことが自身の一番の

成長の糧となりました。 

滞在先・現地での生活に関する経験・感想について記載してください。(250～300 字程度) 

一番実感した生活の違いは食に関する文化でした。滞在期間の半分は大学のダイニングホールで食事をしていたのですが、ビュッフェ形式でしたがラ

ンチには必ずハンバーガーとピザがありました。本当にアメリカ人はジャンキーな食事を取るのだと再認識しました。加えてチップ制度は知ってはいたもの

の、実際に目の当たりにすると衝撃的でした。そしてウエイターの方が注文を取ってくれる店では必ず「料理はどうだったか」と声をかけて常にお客さんの

様子を気にしているようでした。これらのサービスの文化は日本とは異なり、新鮮なものでした。アメリカにも日本とは異なるホスピタリティーの文化があ

ることを学べて良かった。 

今後の展望・目標について,留学前と後での変化も含め記載してください。 (250～300 字程度) 

今後は在学中も卒業後も積極的に国外との交流を続けていきたいと考えています。在学中はアプリの meetup を使用したり、過去の留学でできた

友人や大学に学びに来ている留学生とも交流を続け、常に新しい価値観を得たり刺激を得ることの喜びを忘れず、積極的に行動していきたいと思っ

ています。また、自身の後輩も含め様々な方に新しい価値観を得ることの喜びや、異文化交流の面白さを伝えて行きたいとも思います。今回私が

様々なことを学び、人生のかけがえのない糧と仲間を得ることがでいた素晴らしい経験をもっと多くの方に伝えて行きたいと思います。 

写真貼付（1 枚） 

※研修先で撮影した写真を 1枚（1MB以内）ご提供ください。撮影場所・写真の説明も記載してください。 
 
 

【注意事項】提出された留学報告書は，次年度以降の短期海外研修の募集および未来サポーター募金事業の広報を目的に，原則として当原稿を

そのまま外部に公開いたします（学生番号，性別，生年月日，連絡先は公開しません）。 

【写真提供の注意事項】※ご提供いただいた写真は，大学の広報誌やウェブサイト，募集説明会の際利用するパワーポイント等，様々な媒体で

広く広報に活用させていただく可能性があります。複数の方が写っている写真をご提供いただく場合には，写真撮影の際にその写真に写る方に

本学への写真提供について許可を得ていただいたものをご提供ください。 
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